
よ
う
や

　
　
　
　

関
東
支
部
長　

金
政　

初
美

　

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今

年
も
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会

を
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
で
大
変
な
年
で
し
た
。
史
上
に
残

る
出
来
事
で
し
た
の
で
、
少
し
経
過
を

振
り
返
っ
て
お
き
ま
す
。
１
月
16
日
に

初
め
て
国
内
で
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、

３
月
に
入
る
と
感
染
者
が
増
え
始
め
、

マ
ス
ク
着
用
が
日
常
と
な
り
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

１
年
延
期
が
決
ま
る
や
、
４
月
７
日
に

ま
ず
７
都
府
県
、
次
い
で
16
日
に
全
国

に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
、
新
し
い
生

活
様
式
の
実
践
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

５
月
半
ば
に
漸
く
新
規
感
染
者
が
減
り

だ
し
、
緊
急
事
態
宣
言
も
解
除
さ
れ
、

欧
米
で
続
く
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
不
思
議

に
思
い
な
が
ら
も
経
済
活
動
再
開
へ
と

舵
が
切
ら
れ
、
７
月
に
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
の
動
き
が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
て
、

再
び
感
染
が
拡
大
し
ま
し
た
が
、
８
〜

９
月
は
一
定
の
増
加
に
留
ま
り
、
日
常

が
戻
る
か
に
見
え
ま
し
た
。
し
か
し
10

月
下
旬
に
北
海
道
で
感
染
者
が
急
増
し
、

す
ぐ
さ
ま
全
国
に
も
波
及
し
て
危
惧
さ

れ
た
第
３
波
が
現
実
の
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
今
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
政
策

の
部
分
見
直
し
と
、
再
び
感
染
予
防
に

軸
足
を
置
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
事
態

と
な
っ
て
い
ま
す
（
12
月
上
旬
現
在
）。

　

こ
の
間
、
私
ど
も
の
活
動
も
大
き
な

影
響
を
受
け
ま
し
た
。
支
部
活
動
で
は
、

６
月
総
会
と
12
月
忘
年
懇
親
会
を
残
念

な
が
ら
中
止
し
、
秋
の
作
品
展
も
実
開

催
を
諦
め
ま
し
た
。
地
区
倶
楽
部
は
、

ゴ
ル
フ
な
ど
を
除
き
、
ほ
ぼ
全
地
区
で

活
動
停
止
の
状
態
で
す
。
理
事
会
や
世

話
人
会
も
状
況
を
見
な
が
ら
実
開
催
と

書
面
開
催
を
併
用
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

同
好
会
の
多
く
は
、
皆
さ
ん
の
工
夫
で

活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
Ｊ
Ｔ
Ｂ
も
、
か
つ
て
な
い
厳
し

い
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
法
人
事
業

は
社
員
の
創
意
工
夫
で
、
自
治
体
等
の

様
々
な
事
業
受
注
も
進
ん
で
い
る
よ
う

で
す
が
、
個
人
事
業
は
国
内
こ
そ
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
に
よ
る
活
発
な
動
き
が

あ
る
も
の
の
、
海
外
旅
行
は
全
面
停
止

状
態
で
す
。
11
月
に
は
マ
ス
コ
ミ
報
道

で
ご
承
知
の
と
お
り
、
経
費
・
事
業
構

造
改
革
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
私
達
は
微
力
な
が
ら

も
Ｊ
Ｔ
Ｂ
応
援
に
向
け
、
第
１
弾
ナ
イ

ス
ギ
フ
ト
、
第
２
弾
国
内
旅
行
・
た
び

た
び
・
お
せ
ち
購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
私
の
印
象
に
深
く
残
っ
た
こ

と
が
３
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
、
作
品

展
を
や
む
な
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
み
で

行
っ
た
こ
と
で
す
。
画
像
だ
け
で
す
か

ら
限
界
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
67

名
、
85
点
の
出
展
を
い
た
だ
き
、
企
画

し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
応
援
に
つ
い
て
、
ま
だ

他
の
結
果
は
掴
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
ナ

イ
ス
ギ
フ
ト
は
上
半
期
で
昨
年
の
実
績

を
上
回
り
、
会
員
の
皆
様
の
後
輩
を
思

う
心
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

３
つ
目
、
地
区
倶
楽
部
の
活
動
で
、

武
蔵
野
倶
楽
部
の
秋
の
「
玉
川
上
水
を

歩
く
」
に
他
地
区
の
方
も
多
く
参
加
さ

れ
た
と
の
こ
と
。
皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う

な
写
真
を
印
象
深
く
拝
見
し
ま
し
た
。

　

さ
て
新
し
い
年
で
す
が
、
第
３
波
が

ど
う
な
る
か
予
断
を
許
さ
ぬ
状
況
で
す
。

昨
年
の
こ
と
を
思
う
と
、
少
な
く
と
も

上
期
は
十
分
な
活
動
は
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
前
に

も
書
き
ま
し
た
が
、
私
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
活
動

を
不
要
不
急
の
も
の
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
Ｂ
Ｏ
Ｂ
活
動
に
限
っ
た
話
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
活
動
は
私

達
の
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
し
、
人
と

の
接
触
が
制
限
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
必

要
な
も
の
と
思
い
ま
す
。
経
済
と
は
異

な
り
、
や
ら
な
け
れ
ば
そ
れ
で
済
ん
で

し
ま
い
ま
す
が
、
活
動
停
止
が
続
け
ば
、

い
ず
れ
組
織
の
活
力
は
失
わ
れ
か
ね
な

い
と
危
惧
し
ま
す
。
感
染
リ
ス
ク
に
十

分
な
注
意
を
払
い
つ
つ
も
、
で
き
る
活

動
を
工
夫
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
一
つ
、
お
願
い
で
す
。
お
客
様
紹

介
運
動
「
Ｂ
Ｕ
Ｙ　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
」
に
力
を

注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
も
十

分
な
営
業
活
動
が
で
き
る
状
況
で
は
な

い
の
で
「
事
前
予
約
制
」
な
ど
利
用
し

に
く
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
多

少
の
こ
と
は
理
解
し
て
、
後
輩
達
を
応

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協

力
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
し
い
年
が
良
い
年
と
な

る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
歴
史
を
見
て
も
、

人
類
は
幾
度
と
な
く
疫
病
に
悩
ま
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
た
び
に

克
服
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

明
け
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

第
４
回
全
国
俳
句
大
会

　

全
国
か
ら
昨
年
よ
り
多
い
48
名
、
96

点
の
応
募
が
あ
る
中
で
、
支
部
会
員
２

名
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

兼
題
は
、
雲
の
峰
、
打
水
、
鳳
仙
花
。

◆
兼
題
部
門

【
入
賞
】

絵
筆
取
り
ゴ
ッ
ホ
の
よ
う
に
雲
の
峰

森
木　

茂
子
さ
ん 

◆
自
由
題
部
門

【
入
賞
】

緑
陰
を
妻
に
従
い
散
歩
す
る

鈴
木　

治
嗣
さ
ん

 

第
７
回
全
国
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

優
秀
賞
１
名
、
準
優
秀
賞
５
名
が
入

賞
し
ま
し
た
。

【
優
秀
賞
】　

「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
と
少
女
」森本

喜
美
子
さ
ん

【
準
優
秀
賞
】　

「
ツ
バ
メ
の
子
」　

山
腰　

和
伸
さ
ん

「
春
ら
ん
ま
ん
」

井
上　
　

敬
さ
ん

「
朝
日
を
浴
び
て
（
陽
光
桜
）」　

小
林　

哲
二
さ
ん

「
そ
の
先
は
？
」　

鈴
木　

憲
治
さ
ん

「
モ
ロ
ッ
コ
の
路
地
裏
（
老
婆
）」

杉　
　
　

孝
さ
ん

　

詳
細
は
、
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
本

部
か
ら
の
お
知
ら
せ
／
本
部
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
参
照
（http://jtbob.com

/

）。

＝
本
部
主
催
イ
ベ
ン
ト
　
　
　

　
　
　
多
く
の
会
員
が
入
賞
＝

支
部
主
催
の
新
年
会
は
中
止
！

　

毎
年
恒
例
の
支
部
主
催
の
新
年
会
は

中
止
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
に
鑑
み
、
安
全
安
心
の
観

点
か
ら
の
判
断
で
す
。
悪
し
か
ら
ず
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

新
年
の
ご
挨
拶
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◎
参
加
者
募
集
一
覧

主　

催

1
月

7
日 

㈭

15
日 

㈮

２
月

7
日 

㈰

18
日 

㈭

25
日 

㈭
「
開
運
」
荏
原
七
福
神
巡
り 

（
中
止
）

成
田
山
初
詣
と
新
年
会 

（
中
止
）

関
東
支
部
新
年
会 

（
中
止
）

蕎
麦
打
ち
体
験
と
試
食
会

東
京
２
３
倶
楽
部
発
足
20
周
年
記
念
懇
親
会 

（
中
止
）

第
３
回
健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

（
中
止
）

東
京
２
３

な
ん
た
い

関
東
支
部

な
ん
た
い

東
京
２
３

京　

葉

実
施
日

内　
　
　
　

容

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

　

磯
野　

茂　

川
口
葉
子　

松
田
正
美

　

田
村
邦
夫　

鈴
木
久
子　
加
藤
不
二
男

　

久
留
和
子　

杉
田
慎
子　

成
田
容
子

　

森
田
真
弓

【
写
真
】　　
　

井
上　

敬　

小
林
哲
二

　

斎
藤
百
代　

杉
田
成
次　

鈴
木
憲
治

　

須
藤　

稔　

田
辺　

弘　

船
塚
和
雄

　

本
名
義
光　
森
本
喜
美
子　

和
田
重
幸

　

金
政
初
美

【
手
工
芸
】　　
安
西
美
津
子　

五
十
嵐
力

　

中
島
里
江　

中
村
卓
司　

福
嶋
初
江

【
俳
句
】　　
　

増
田　

信　

鷲
澤
典
子

【
俳
句
・
皐
月
会
】　　
　
　

吉
田
勝
彦

　

森
木
茂
子　

行
川
春
枝　

富
岡
遊
生

　

田
中
君
子　

高
宮
澄
子　
岡
野
早
百
合

　

大
庭
秀
雄

【
川
柳
・
や
ぐ
る
ま
】　　
　

岡
田
秀
雄

　

北
濃
祥
二　
長
谷
川
政
榮　

丸
木
正
登

　

荒
井
春
雄　

竹
田
圭
子　

手
塚　

実

　

横
山
信
之

【
家
庭
菜
園
】　

井
上　

肇

【
菊
の
会
】　　
長
谷
川
英
美　

宮
嶋　

恂

　

岡
部
禎
之　

井
上
恵
司　

小
菅
時
夫

　

和
田
達
夫

　

例
年
の
菊
花
は
、
セ
ッ
ト
し
た
飾
り

棚
に
飾
り
ま
す
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

の
掲
載
に
よ
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

　

菊
苗
か
ら
育
て
始
め
ま
し
た
が
、
梅

雨
明
け
が
か
な
り
遅
く
、
明
け
た
後
に

猛
暑
が
続
き
、
着
蕾
の
頃
は
雨
が
多
く
、

全
体
的
に
生
育
が
悪
い
状
態
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
な
が
ら
、
各
自
１

本
を
事
務
局
に
持
ち
寄
り
、
菊
花
展
の

　

今
年
の
作
品
展
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務

局
の
移
転
に
伴
い
、
天
王
洲
ビ
ル
の
会

議
室
で
開
催
し
、
現
役
社
員
の
方
々
に

も
ご
覧
い
た
だ
く
計
画
で
し
た
。
し
か

し
残
念
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
み
開
催
す
る
と

い
う
異
例
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

画
像
で
す
の
で
、
手
工
芸
だ
け
で
な

く
、
絵
画
や
書
も
微
妙
な
色
合
い
や
質

感
・
迫
力
等
を
十
分
お
伝
え
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
員
の
皆
さ
ん
か

ら
85
作
品
と
い
う
、
大
変
多
く
の
出
展

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

送
っ
て
い
た
だ
い
た
画
像
デ
ー
タ
の

ト
リ
ミ
ン
グ
や
、
依
頼
さ
れ
た
作
品
の

写
真
撮
影
に
は
留
意
し
た
つ
も
り
で
す
。

ぜ
ひ
、
旧
知
の
皆
さ
ん
方
の
秀
作
・
力

作
を
ゆ
っ
く
り
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

11
月
９
日
に
全
作
品
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
か
ら
、
12
月
５
日
ま
で

の
約
１
カ
月
間
で
、
延
べ
２
２
９
名
の

方
に
作
品
展
・
菊
花
展
の
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
年
度
の
作
品
展
が
通
常
ど

お
り
開
催
で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

　

今
回
、
出
展
い
た
だ
い
た
67
名
の
皆

様
は
次
の
方
々
で
す
。

◇
出
展
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
絵
画
】　　
　

斎
藤
百
代　
高
須
真
実
子

　
多
賀
谷
恵
三　

内
藤
錦
樹　

中
根
三
郎

　
橋
本
恵
美
子　

安
田　

彰

【
書
】　　
　
　

大
沼
一
夫　

鈴
木
美
枝

　

平
山
正
徑　

水
口
尊
江　

安
田　

彰

　

安
武
清
信　

吉
田
和
子　

行
木
恵
子

準
備
を
し
ま
し
た
。
支
柱
へ
の
幹
の
結

び
付
け
方
、
輪
台
の
付
け
方
、
花
弁
の

整
え
方
な
ど
、
師
範
役
の
手
ほ
ど
き
に

従
い
全
体
を
整
え
た
後
、
白
い
シ
ー
ツ

を
敷
い
た
会
議
用
机
の
上
に
菊
花
を
陳

列
し
て
、
西
山
副
支
部
長
に
写
真
撮
影

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
菊
花
名
な
ど
短
冊
の
筆
書
き

に
つ
い
て
は
、
新
井
譲
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
出
展
菊
花

《
厚
も
の
》

　

井
上　

恵
司
「
彩
胡
泰
平
」
白

　

岡
部　

禎
之
「
国
華
卒
寿
啓
」
濃
赤

　

宮
嶋　
　

恂
「
国
華
大
日
」
赤

　

小
菅　

時
夫
「
国
華
金
山
」
黄

　

長
谷
川
英
美
「
精
興
大
臣
」
黄

《
管
も
の
》

　

和
田　

達
夫
「
泉
郷
金
糸
」
黄

　
　
（
世
話
役　

宮
嶋
・
阿
部
・
北
垣
）

 

第
１
１
０
回
記
念
大
会
ゴ
ル
フ

な
ん
た
い
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

２
月
17
日
㈬

場
所　

太
平
洋
ク
ラ
ブ

　
　
　

益
子
Ｐ
Ｇ
Ａ
コ
ー
ス

集
合　

７
時
50
分

ス
タ
ー
ト　

８
時
35
分

募
集　

４
組
16
名

費
用　

プ
レ
ー
費　
　

８
５
０
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

男
性
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

女
性
１
０
０
０
円

締
切　

２
月
10
日
㈬

担
当　

百
戸　

正
行

　

☎
０
９
０
（
６
５
１
５
）
０
６
７
２

 

第
87
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
き
わ
路
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

２
月
19
日
㈮

場
所　

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
Ｃ
Ｃ

集
合　

８
時
20
分

ス
タ
ー
ト　

９
時

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

４
６
２
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　
　

１
０
０
０
円

締
切　

２
月
５
日
㈮　

担
当　

大
谷　

広
一

　

☎
０
９
０
（
３
０
９
６
）
９
８
７
０

 

蕎
麦
打
ち
体
験
と
試
食
会

開
催
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　

11
月
号
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、

会
場
の
都
合
に
よ
り
２
月
６
日
㈯
を
２

月
７
日
㈰
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

担
当　

船
山　

里
子　

　

☎
０
９
０
（
８
７
７
４
）
１
４
４
０

 

第
１
０
６
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

（
報
告
）

　

10
月
21
日
、
秋
晴
れ
の
中
、
憧
れ
の

セ
ブ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
に
て
、

13
名
の
参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
半
年
ぶ
り
に
参
加
さ

れ
た
大
御
所
数
名
も
、
池
越
え
ホ
ー
ル

な
ど
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
大
い
に
楽
し

ま
れ
た
よ
う
で
す
。
加
え
て
、
そ
の
大

御
所
の
う
ち
の
１
人
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

藤
枝　

宣
夫
さ
ん　

99
23
76

準
優
勝　

川
田　

和
夫
さ
ん　

90
13
77

３　

位　

塩
沢　

直
子
さ
ん　

110
32
78

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
百
戸　

記
）

な
ん
た
い
倶
楽
部

第
28
回『
作
品
展
』開
催
中

＝
関
東
支
部
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ『
会
員
の
広
場
』に
掲
載
＝

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
菊
花
展

第350号 （2）



ざ
ん
ぼ
り
が
わ

も
み
じ

い
ち
し
め

踏
み
し
め
る
音
。
秋
の
散
策
は
爽
快
で

し
た
。
残
堀
川
と
交
差
す
る
場
所
で
、

玉
川
上
水
は
残
堀
川
の
下
を
潜
っ
て
い

る
と
の
解
説
に
驚
き
ま
し
た
。
サ
イ
ホ

ン
の
原
理
を
利
用
し
た
立
体
交
差
で
す
。

　

玉
川
上
水
駅
近
く
の
「
木
曽
路
」
で

昼
食
を
と
り
、
後
半
は
小
平
監
視
所
か

ら
玉
川
上
水
と
新
堀
用
水
と
に
挟
ま
れ

た
緑
道
を
進
み
ま
し
た
。「
こ
も
れ
び

の
足
湯
」
に
て
し
ば
し
休
息
。
そ
の
後

現
在
の
シ
ー
ル
ド
工
法
に
似
た
胎
内
堀

（
ほ
っ
こ
ぬ
き
）
で
流
れ
を
通
し
た
保

存
個
所
を
見
学
。
途
中
か
ら
高
校
生
の

下
校
集
団
と
一
緒
に
な
り
な
が
ら
無
事

終
着
点
の
鷹
の
台
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。

筆
者
の
万
歩
計
は
２
万
４
千
歩
で
し
た
。

　

次
回
第
３
回
（
鷹
の
台
か
ら
小
金
井

公
園
付
近
）
は
桜
の
咲
く
時
期
に
、
第

４
回
（
小
金
井
公
園
付
近
か
ら
井
の
頭

線
富
士
見
ヶ
丘
駅
）
は
新
緑
の
季
節
に

歩
く
予
定
で
す
。

　

な
お
、
第
１
回
、
第
２
回
の
「
漫
遊

フ
ォ
ト
日
記
」
を
関
東
支
部
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
中
で
す
の
で
、
ご
笑
覧
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
（
山
田　

記
）

 
第
１
０
７
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

（
報
告
）

　

11
月
18
日
、
木
々
の
紅
葉
も
最
後
の

美
し
さ
を
魅
せ
る
中
、
Ｇ
７
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
に
て
、
11
名
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

和
気
藹
々
と
楽
し
い
ゴ
ル
フ
で
、
コ

ロ
ナ
撃
退
と
里
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

優
勝
は
、
毎
回
期
待
さ
れ
て
い
た
松
本

さ
ん
が
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

松
本　

一
人
さ
ん　

108
33
75

準
優
勝　

林　
　
　

守
さ
ん　

94
16
78

３　

位　

川
田　

和
夫
さ
ん　

90
11
79

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
山　

記
）

 

玉
川
上
水
を
歩
く
（
第
２
回
）

拝
島
か
ら
鷹
の
台
（
報
告
）

　

11
月
10
日
、
よ
く
晴
れ
た
朝
、
集
合

場
所
の
拝
島
駅
構
内
か
ら
富
士
山
の
雄

姿
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総
勢

26
名
は
ガ
イ
ド
役
の
野
口
巻
夫
さ
ん
の

案
内
を
耳
に
し
な
が
ら
、
鷹
の
台
に
向

け
て
11
㎞
の
路
程
を
歩
き
始
め
ま
し
た
。

　

玉
川
上
水
の
せ
せ
ら
ぎ
と
落
ち
葉
を

 

第
84
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

11
月
13
日
、
日
立
高
鈴
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
に
て
、
20
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
秋
晴
れ
の
中
、
紅
葉
も
盛
り
を
迎

え
、
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
良
く
、

楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

内
田　

久
雄
さ
ん　

92
26
66

準
優
勝　

小
針　
　

務
さ
ん　

84
11
73

３　

位　

八
巻　

信
喜
さ
ん　

83
9
74

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷　

記
）

 

第
70
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

11
月
30
日
、
霞
台
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
筑
波
コ
ー
ス
に
て
、
15
名
で
開
催
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
直
前
の
取
り
消

し
も
あ
り
、
70
回
記
念
と
し
て
は
少
し

寂
し
い
感
も
あ
り
ま
し
た
。
暖
か
く
無

風
で
、
最
高
の
ゴ
ル
フ
日
和
で
し
た
が
、

皆
グ
リ
ー
ン
に
苦
戦
し
ま
し
た
。
全
員

当
倶
楽
部
恒
例
の
参
加
賞
、
行
方
の
卵

２
パ
ッ
ク
を
手
に
解
散
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

井
内　

貴
明
さ
ん　

99
21.6
75.4

準
優
勝　

野
間
口　

健
さ
ん　

101
24
77

３　

位　

原
田　

隆
昌
さ
ん　

89
12
77

Ｂ　

Ｇ　

原
田　

隆
昌
さ
ん　

89

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
袋　

記
）

 

第
２
回
に
い
が
た
街
歩
き
（
報
告
）

　

11
月
12
日
、
11
名
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
ガ
イ
ド
２
名
の
解
説

付
で
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
展
望
ラ
ウ

ン
ジ
か
ら
街
並
み
全
体
を
把
握
し
、
古

町
花
街
に
ま
つ
わ
る
説
明
を
聞
い
た
後
、

狭
い
小
路
を
抜
け
て
花
街
独
特
の
造
り

の
建
物
を
見
な
が
ら
、
旧
齋
藤
家
別
邸

ま
で
進
み
ま
し
た
。
こ
こ
は
大
正
時
代

に
建
て
ら
れ
た
豪
商
の
別
荘
で
す
が
、

各
部
屋
の
造
り
や
装
飾
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
１
３
０
０
坪
の
庭
園
の
『
紅
葉

の
錦
』
が
最
高
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
料
亭
「
一
〆
」
に
て
名
物

の
釜
飯
を
昼
食
に
い
た
だ
き
、
散
会
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
日
頃
の
運
動
不
足

や
ス
ト
レ
ス
解
消
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋　

記
）

 

11
月
の
互
選
句

　

11
月
の
兼
題
は
「
冬
灯
り
・
自
由
」

山
里
の
夕
暮
ほ
の
か
冬
灯
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

英
雄

潮
騒
は
海
の
さ
さ
や
き
貝
の
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野
早
百
合

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
四
十
八
年
待
て
ぬ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木　

茂
子

冬
の
夜
灯
り
ぽ
つ
ん
と
無
人
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

君
子

浮
寝
鳥
影
を
落
し
て
入
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

勝
彦

冬
の
日
に
さ
ざ
め
く
木
立
群
れ
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

遊
生

冬
の
夜
静
か
に
と
も
る
灯
へ
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
宮　

澄
子

山
茶
花
の
賑
わ
う
朝
に
施
設
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
川　

春
枝

武
蔵
野
倶
楽
部

と
き
わ
路
倶
楽
部

常

磐

倶

楽

部

に
い
が
た
倶
楽
部

第350号（3）



ぞ
う
ざ
ん

か
み
や
ま

ま
い
づ
る
や
ま

み
な

 
11
月
の
互
選
句

　

11
月
の
題
は
「
不
安
定
」

祈
る
だ
け
活
断
層
の
上
に
生
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

実

う
っ
か
り
と
布
団
干
せ
な
い
空
模
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

大
国
も
自
粛
守
ら
ず
不
安
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

コ
ロ
ナ
禍
が
招
い
た
生
活
不
安
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

妻
と
我
心
身
共
に
不
安
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
濃　

祥
二

不
安
定
な
気
持
ち
を
静
め
日
々
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

快
復
へ
心
が
焦
り
夜
が
長
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

圭
子

施
設
で
は
外
出
禁
止
ウ
ツ
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
定
年
退
職
後
、
縁
あ
っ
て
埼

玉
県
北
本
の
小
さ
な
医
療
機
関
・
福
音

診
療
所
で
働
き
始
め
て
９
年
に
な
り
ま

す
。
担
当
は
金
庫
番
（
事
務
長
）
で
、

雑
多
な
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
一
番
大
き
な
課
題
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
禍
の
終
息
が
見
え
な

い
中
で
の
厳
し
い
運
営
で
す
。
一
昨
日
、

最
後
の
患
者
さ
ん
が
、
無
症
状
で
発
熱

は
な
く
、
た
だ
味
覚
・
臭
覚
障
害
が
あ

る
方
で
し
た
。
車
内
で
待
機
し
て
い
た

だ
き
、
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
が
対
応
し
ま

し
た
。
症
状
を
聞
き
、
診
察
室
に
い
る

医
師
と
連
絡
を
と
り
、
薬
の
処
方
を
し
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
し
て
い
る
医
療
機
関
を

紹
介
し
ま
し
た
。
翌
日
、
保
健
所
か
ら

電
話
が
あ
り
陽
性
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

対
応
し
た
看
護
師
・
事
務
職
員
と
も
フ

ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
と
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
お
り
、
短
時
間
で
し
た
の
で
、
濃
厚

接
触
者
と
な
ら
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
は
脂
質
の
保
護
膜
に
覆
わ

れ
た
た
ん
ぱ
く
質
分
子
で
、こ
れ
が
眼
・

鼻
・
口
の
粘
膜
細
胞
に
付
着
す
る
と
突

然
変
化
し
、
倍
々
方
式
に
増
え
、
体
内

に
侵
略
す
る
と
い
う
厄
介
者
で
す
。
寒

さ
も
加
わ
っ
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染

と
重
な
り
、
発
熱
患
者
が
増
加
し
て
き

ま
し
た
。
１
０
０
年
に
１
度
の
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
あ
り
、
我
々
は
マ
ス
ク
・

手
洗
い
等
、
初
心
に
返
っ
て
賢
く
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

出
会
い
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
を
完
全
退
職
し
た

２
０
１
１
年
６
月
で
し
た
。
突
然
元
上

司
か
ら
「
支
部
だ
よ
り
」
を
手
伝
っ
て

ほ
し
い
と
電
話
を
い
た
だ
き
、
断
り
切

れ
ず
に
承
諾
！　

関
東
支
部
の
理
事
と

し
て
、
支
部
だ
よ
り
担
当
の
職
務
が
始

ま
り
ま
し
た
。　
　

　

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
様
の
交
流

と
親
睦
の
た
め
の
紙
面
と
し
て
「
よ
り

多
く
の
記
事
を
読
み
や
す
く
、
わ
か
り

や
す
く
掲
載
す
る
」
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。

　

毎
号
の
編
集
工
程
を
ご
紹
介
し
ま
す

と
、
ま
ず
①
原
稿
集
め
で
す
。
原
稿
は

約
30
〜
40
点
前
後
で
す
が
、
足
り
な
い

時
は
大
変
苦
労
し
ま
す
。
次
に
②
原
稿

整
理
で
す
。
自
宅
に
て
Ｐ
Ｃ
で
作
業
し

ま
す
。
基
準
は
常
用
漢
字
で
、
誤
字
は

も
と
よ
り
、
支
部
だ
よ
り
掲
載
パ
タ
ー

ン
に
整
理
・
添
削
し
ま
す
。
続
い
て
③

レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
。
見
出
し
が
左
端
に

な
っ
た
り
、
記
事
の
１
行
だ
け
右
端
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
調
整
に
苦
慮
し

ま
す
。
い
よ
い
よ
④
出
稿
で
す
。
原
稿

と
写
真
を
ま
と
め
て
、
共
用
サ
ー
バ
ー

に
ア
ッ
プ
し
て
印
刷
会
社
へ
送
り
ま
す
。

数
日
後
⑤
校
正
で
す
。
特
に
名
前
と
数

字
に
は
気
を
配
り
、
３
回
〜
４
回
程
印

刷
会
社
と
や
り
取
り
し
て
校
正
し
ま
す
。

校
了
に
至
っ
た
時
の
達
成
感
に
似
た
解

放
感
は
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

　

昨
年
６
月
の
退
任
ま
で
９
年
間
に
渡

り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

特
集
号
４
回
を
含
め
て
１
０
３
号
を
数

え
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
、
支
部
だ

よ
り
を
通
し
て
多
く
の
方
々
と
の
交
流

と
親
睦
を
図
る
こ
と
も
で
き
、
か
け
が

え
の
な
い
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

松
代
は
史
跡
、
古
刹
が
多
く
点
在
す

る
真
田
十
万
石
松
代
藩
の
城
下
町
で
す
。

近
く
の
川
中
島
古
戦
場
や
善
光
寺
が
有

名
な
た
め
、
あ
ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
２
０
１
６
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
真
田
丸
」
放
映
後
は
「
六
文
銭

の
里
松
代
」
と
し
て
街
歩
き
す
る
人
も

多
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
故
郷
で
今
回
ご
紹
介
す
る
の

は
「
松
代
大
本
営
跡
」
で
す
。
太
平
洋

戦
争
終
盤
、
１
９
４
４
年
７
月
の
サ
イ

パ
ン
陥
落
後
、
本
土
決
戦
が
現
実
味
を

帯
び
て
き
た
頃
、
陸
軍
が
中
心
と
な
り

松
代
へ
皇
居
、
大
本
営
、
政
府
重
要
機

関
な
ど
を
移
転
す
る
こ
と
が
閣
議
で
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
象
山
、
舞
鶴
山
、
皆

神
山
を
削
岩
し
、
地
下
壕
に
移
転
す
る

と
い
う
壮
大
な
計
画
で
し
た
。

　

同
年
11
月
、
工
事
開
始
。
発
破
で
崩

し
た
石
屑
を
ト
ロ
ッ
コ
で
運
び
出
す
人

海
戦
術
で
、
日
本
人
お
よ
び
動
員
さ
れ

た
朝
鮮
人
労
務
者
、
学
徒
動
員
、
勤
労

奉
仕
隊
な
ど
３
０
０
万
人
、
総
工
費
２

億
円
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
。
終
戦
ま
で

の
９
カ
月
間
の
突
貫
工
事
で
、
地
下
壕

は
10
㎞
余
り
、
全
工
程
の
75
％
が
完
成

し
ま
し
た
。
松
代
が
選
ば
れ
た
理
由
は

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
10
ｔ
爆
弾
に
も
耐

え
得
る
硬
い
岩
盤
で
掘
削
に
適
し
て
い

た
こ
と
、
海
岸
線
か
ら
遠
く
山
に
囲
ま

れ
工
事
に
適
し
た
善
光
寺
平
野
が
あ
っ

た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
跡
地
の
舞
鶴
山
地
下
壕
に
は

日
本
最
大
規
模
の
気
象
庁
松
代
地
震
観

測
所
が
、
象
山
地
下
壕
に
は
信
州
大
学

宇
宙
線
観
測
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち

ら
の
地
下
壕
の
一
部
は
一
般
公
開
さ
れ
、

格
子
状
に
掘
り
抜
か
れ
た
５
０
０
ｍ
程

を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
も
、
松
代
の
歴
史
の
一
部
で
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
の
は
次
の
10
名

の
方
々
で
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

〈
10
月
出
発
分
〉

小
倉　

勝　

奥
村
明
美　
東
海
林
文
雄

樋
口　

弘　

谷
島　

久　
多
々
良
正
子

土
屋
洋
一　

奈
良　

晋　

小
林
富
子

松
井
浩
一

　

ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
購
入
者
は
次
の
８
名

の
方
々
で
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

〈
10
月
分
〉

鈴
木
恵
子　

中
島
嘉
秋　

田
中　

晟

濱
野
キ
ヨ
子　

松
本　

一　

山
場
利
雄

生
沢
弘
幸　
多
々
良
正
子

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
新
た
に
入
会
さ
れ
た
１

名
の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
11
月
〉

い
わ
き
市　
　

四
家　

正
直
さ
ん

（
と
き
わ
路
倶
楽
部
）

支
部
だ
よ
り
の
編
集
を
担
当
し
て

さ
き
た
ま
　
松
井　

文
雄

我
が
故
郷
、
信
州
松
代

京
葉
　
多
々
良　

正
子

訃
　
　
　
　
報

森
田　

勝
治
さ
ん　
　
（
78
歳
）

令
和
２
年
５
月
４
日

高
橋　

典
男
さ
ん　
　
（
77
歳
）

令
和
２
年
11
月
12
日

三
田　

久
郎
さ
ん　
　
（
77
歳
）

令
和
２
年
11
月
20
日

謹
ん
で
心
か
ら

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

お
客
様
紹
介
運
動
の

実　
　

績

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

松代城址

新

入

会

員

を

ご

紹

介

し

ま

す

会
員
だ
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
禍
の

　
　
　
　
　

医
療
現
場
の
片
隅
か
ら

武
蔵
野
　
来
間　

幸
夫

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

（4）第350号


